
Windows ServerTM 2012 EOS 対策ソリューション

Windows Server 2012サポート終了
に向けた『準備』できていますか？

2023年10月10日 サポート終了

セキュリティ更新プログラムの提供がSTOP!!

ウィルスやハッカーなどに脆弱性を狙われる危険性が高まります！

Microsoft社のサポートがSTOP!!
問題が発生した際の解決手段がなくなる⁉復旧できないかも⁉
業務アプリケーションがサポートを継続してくれない可能性も発生します！

お悩みのお客様、日立システムズにご相談ください！！

どんな影響がある
のか分からない！

サポート終了に向けた
対策を決めていない！

リプレース⁉延命⁉ 対策した後は・・・

何から始めればいいかな？
何台利用しているかな？

どちらが良いのかな？
どうしたらいいのかな？

延命したけど、切替しなきゃ…
運用改善できないかな…

何が起こるの？

どうしたらいいの？

テキストを入
力



※本カタログに記載されている会社名、製品名は、それぞれの会社の登録商標、または商標です。
※本カタログに記載されている内容、仕様については、予告無く変更する場合があります。
※本製品を輸出する場合には、外国為替および外国貿易法ならびに、米国の輸出管理関連法規などの規制をご確認の上、必要な手続きをおとりください。
なお、ご不明な場合は、当社営業にお問い合わせください。

お問い合わせは

本社：〒141-8672 東京都品川区大崎1-2-1

Printed In Japan

ご参考価格

最小構成(2ノード) 約3TB＋
veeamバックアップサーバー(10VM)

7,995,000円～

Windows EOS ソリューションメニュー

Windows Server 移行ステップ

導入・移行サービス 運用サービス

移行アセスメント
マルチクラウド運用サービス
クラウドバックアップサービス

クラウド移行サービス

ヘルプデスクサービス

ソフトウェア脆弱性管理サービス
ライセンス管理サービス

更新プログラム延長
環境提供サービス

DBマイグレーション
サービス

回線サービス

計画サービス

※別途Azure Stack HCI OS費用（物理1コアあたり：約1,200円/月、2ノードモデルの場合 32コア 37,400円/月、 4ノードモデルの場合 96コア 112,200円/月、 ）及Azure CSPサポート費用（インシデントパック
10/年 148,500円/円）が必要となります。なお、左記価格は為替により変動します。
※別途Azureの利用料が必要となります。
※本構成は常時Azure環境と通信できる必要があります。また、別途Active Directoryサーバーが必須です。
※標準セットアップまで付属してます。個別要件を反映した導入作業、移行支援費他は個別見積となります。

※Azure Stack HCIでの延命時

現行システム

延命・移行方針決定
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•延命期間が1年未満
•移行期間が取れない

• NW環境を変えたくない
•データを外部に出したくない

•資産を持ちたくない
• NW環境が変わってもいい
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(3)移行(2)ESU※により延命

リホスト

リファクター

リアーキテクト

リビルド

(1)アセスメント

移行期間を最大3年間確保 要件・目標に合わせシステムを移行現状構成・課題を整理

既存システム

AD/DNSサーバ
Azure Stack HCIAzure

Internet

お客様環境

導入範囲

※ESU：拡張セキュリティ更新プログラムの略称。セキュリティ更新プログラムが最大3年間提供されます。

3年平日保守＆ゲストOS用Windows Server 2019 
Data Center Edition付き


